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1. 研究内容 
本研究課題では，2021 年度から 2025 年度まで科研費基盤研究(B)に採択されていた

「音像ホログラフィを用いた音響テレイグジスタンス技術の基盤開発」の中でも実用化

に重点を置いて研究を実施した．具体的には，任意の空間座標に仮想音源を構築する音

響再生システム，遠隔音声に対する光学的な集音システム，気配の極小音に対する分散

集音システムを含む音響テレイグジスタンス技術の基盤開発を展開し，これまで我々が

開発してきた，複数のパラメトリックスピーカ（超音波を利用した超指向性スピーカ）

を用いた仮想音源再生技術（錯覚型音像ホログラフィ），レーザ光を用いた遠方音の集音

技術（光レーザマイクロホン），非同期分散マイクロホンアレイを用いた音環境の計測技

術の実用化に向けた検討を行った．その結果，これらの研究を発展，統合することで，離

れた空間にある音源をピンスポット集音し，それを現実空間に仮想音源としてリアルタ

イムで相互に重ね合わせる世界初の音響テレイグジスタンスの開発に成功した．加えて，

次世代のミクスト・リアリティ技術の開発に向けて，超音波ハプティクス技術の研究に

も着手した．その研究成果として，最終年度である 2024 年度は, 学術論文（査読有）5
件，国際会議プロシーディングス（査読有）4 件，国際会議発表（アブストラクト査読有）

3 件，国内学会発表（査読無）21 件が得られた． 
2. 研究成果（一部抜粋） 
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